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A.研究目的 

紀伊半島とグアム島ではパーキンソン・認知症

（PDC）と筋萎縮性側索硬化症（ALS）が多発し、

双方の PDC も ALS も、タウオパチーと TDP-43 オ

パチーの神経病理学的所見を示すことが報告され、

それらの類似性／共通性が指摘されて来た 1,2)。今回

は、とくにグリアのリン酸化タウ陽性所見を中心に

紀伊半島とグアム島の症例を神経病理学的に比較検

討する。 

 

B.研究方法 

紀伊半島 H 出身の 5 剖検例（全例女性、死亡時

年齢：60 歳〜73 歳、臨床診断は ALS3 名、PDC+ALS2

名）、およびグアム島で生まれ育って死亡した 6 剖 

検例（男性 3 名、女性 3 名、死亡時年齢：51 歳〜64

歳、臨床病理診断は全例 PDC）を用いた。大脳、脳 

幹、小脳をホルマリン固定パラフィン包埋した後、

各箇所の 6µm 厚切片を作製し、ヘマトキシリン-エ

オジン染色、クリューバー-バレラ染色、リン酸化タ

ウ（AT8）免疫染色、リン酸化 TDP-43 免疫染色、

グリア膠線維酸性蛋白（GFAP）免疫染色、p62 免疫

染色等を施行して光学顕微鏡で観察した。 

 (倫理面への配慮) 

全ての症例で、本人へ生前、または本人の死後

ご家族へのインフォームドコンセントがそれぞれの

医療施設、研究機関でなされている。今回の検索で

は遺伝子の解析はせず、病理学的検索では、個人が

特定出来ないように配慮して行う。全体としてヘル

シンキ宣言に則って実施する。 

 

C.研究結果 

出現頻度と局在の差はあれ、紀伊症例、グアム症例

の全例で、リン酸化タウ陽性の神経原線維変化

（NFT）、プレタングル、スレッド等が認められた。

紀伊症例の NFT は、皮質全層に出現する症例と、皮
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D.考察 

今回検索した、紀伊半島 H 出身 5 剖検例のリン

酸化タウ免疫染色を主とする神経病理学的検討結果

では、グアム PDC 症例との顕著な類似性が認められ

た。すなわちグアム島症例に特異的な所見である、

として報告した granular hazy astrocytic inclusions

（GHAI; Oyanagi K, et al. 1997）3)、tau-positive fine 

granules (TFG; Yamazaki M, et al. 2005）4)が紀伊半島

PDC-ALS 症例にも認められたことである。また、リ

ン酸化タウ陽性所見が ALS では少なく、PDC ある

いは PDC-ALS では多いこともあげられる（Oyanagi 

K, et al., 1994）5)。紀伊症例とグアム島症例の所見に

明らかな相違点は認められなかったが、紀伊症例で、

NFTが大脳皮質の浅層優位に出現しない症例が存在

すること、リン酸化タウ陽性アストロサイトが多数

認められること、tau-positive fine granules の大きさが

やや大きいこと、などはグアム症例とは程度が異な

るように思われた。 

E.結論 

脳内のリン酸化タウ陽性所見は、紀伊半島症例とグ

アム島症例で概略類似し、アストロサイトにおける

その所見は紀伊症例で顕著である。 
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